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チャイナウェイチャイナウェイチャイナウェイチャイナウェイ、中国「、中国「、中国「、中国「新エネルギー車新エネルギー車新エネルギー車新エネルギー車のののの発展状況発展状況発展状況発展状況に関するに関するに関するに関する概要概要概要概要資料」を公開資料」を公開資料」を公開資料」を公開    

～「十城千輌」計画を中心とした政府主導型市場～    

 

 

中国のインフラシステムビジネスを専門にマーケティング事業を展開している株式会社チャイナウェイ

（会社所在地：東京都港区 代表取締役尹昌来 以下：チャイナウェイ）は、2013 年 2 月 12 日、中国にお

ける「新エネルギー車の発展状況に関する概要資料」を公開いたしました。 

中国の新エネルギー車市場の特徴は、市場の安定した需要がほぼなく、政府の推進政策が市場の

成長を支えているということにあります。中国の新エネルギー車市場はまだ立ち上がったばかりで、

2009年末までの新エネルギー車販売台数は1万台に達していません。早い時期から輸入されていたハ

イブリッド車も未だ販売数に伸び悩んでします。その一方で、中央政府では 2000 年という早い段階に於

いて、電気自動車を国の「863 計画（国家発展ハイテク研究発展計画）」に組み込み、新エネルギー車に

関する技術開発、指導が始まっています。また科学技術部は 2009 年 1 月、「十城千輌」プロジェクトを開

始し、電気バスや環境衛生車の調達を促進しています。 

チャイナウェイでは、このような中国「新エネルギー車市場の現状と発展状況に関する概要資料」につ

いて、下記内容を無料レポートとして一般公開しています。 

 

【【【【レポートレポートレポートレポート項目項目項目項目】】】】    

1.1.1.1. 中国課題の整理：国家改造全貌と目指すゴール中国課題の整理：国家改造全貌と目指すゴール中国課題の整理：国家改造全貌と目指すゴール中国課題の整理：国家改造全貌と目指すゴール    

2.2.2.2. 中国七大新興産業の概況中国七大新興産業の概況中国七大新興産業の概況中国七大新興産業の概況----新エネルギー車が注目されている新エネルギー車が注目されている新エネルギー車が注目されている新エネルギー車が注目されている    

3.3.3.3. 中国における新エネルギー車成長の背景（要因：省エネ・排出削減）中国における新エネルギー車成長の背景（要因：省エネ・排出削減）中国における新エネルギー車成長の背景（要因：省エネ・排出削減）中国における新エネルギー車成長の背景（要因：省エネ・排出削減）    

4.4.4.4. 中国新エネルギー車市場の発展状況（政府主導型市場）中国新エネルギー車市場の発展状況（政府主導型市場）中国新エネルギー車市場の発展状況（政府主導型市場）中国新エネルギー車市場の発展状況（政府主導型市場）    

5.5.5.5. 中国新エネルギー車市場の現状と将来予測（仮説）中国新エネルギー車市場の現状と将来予測（仮説）中国新エネルギー車市場の現状と将来予測（仮説）中国新エネルギー車市場の現状と将来予測（仮説）    

    

    

より詳しい資料は下記よりお申し込み下さい（無料）。 

http://www.china-way.co.jp/report/ 

    

■レポートイメージ■レポートイメージ■レポートイメージ■レポートイメージ    
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七大新興産業発足七大新興産業発足七大新興産業発足七大新興産業発足（省エネ、環境保護、新世代情報技術、最先端機械設備、新エネ、新材料、（省エネ、環境保護、新世代情報技術、最先端機械設備、新エネ、新材料、（省エネ、環境保護、新世代情報技術、最先端機械設備、新エネ、新材料、（省エネ、環境保護、新世代情報技術、最先端機械設備、新エネ、新材料、EVEVEVEV））））

政府の上意下達によるトップダウン政府の上意下達によるトップダウン政府の上意下達によるトップダウン政府の上意下達によるトップダウン 購買力拡大によるボトムアップ購買力拡大によるボトムアップ購買力拡大によるボトムアップ購買力拡大によるボトムアップ

人材育成計画人材育成計画人材育成計画人材育成計画環境汚染改善環境汚染改善環境汚染改善環境汚染改善
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１１１１. . . . 中国課題中国課題中国課題中国課題のののの整理整理整理整理：：：：国家改造全貌国家改造全貌国家改造全貌国家改造全貌とととと目指目指目指目指すゴールすゴールすゴールすゴール

公共サービス補完、社会管理強化

新農村インフラ建設
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�中国では自動車市場が急速に成長して中国では自動車市場が急速に成長して中国では自動車市場が急速に成長して中国では自動車市場が急速に成長して

いるが、新エネルギー車市場はまだ立ち上いるが、新エネルギー車市場はまだ立ち上いるが、新エネルギー車市場はまだ立ち上いるが、新エネルギー車市場はまだ立ち上

がったばかりであるがったばかりであるがったばかりであるがったばかりである

�2000年、電気自動車が国の「863」計画に

組み入れられ、新エネルギー車に関する技

術開発、指導が始まった。

�中国の新エネルギー車市場はまだ立ち

上がったばかりで、2009年末までの新エネ

ルギー車販売台数は1万台に満たない。

�中国の新エネルギー車市場の特徴は、

市場の安定した需要がほぼなく、政府の推

進政策が市場の成長を支えているというこ

とである（右図参照）。

�自動車販売台数は世界自動車販売台数は世界自動車販売台数は世界自動車販売台数は世界1111位、自動車保有位、自動車保有位、自動車保有位、自動車保有

台数は世界台数は世界台数は世界台数は世界3333位に位に位に位に

2010年末現在、中国の自動車保有台数は

9,086万台だった。2010年の中国の自動車

生産台数は1,826万台、販売台数は1,806万

台で、前年比でそれぞれ48％、46％増加し、

世界トップの自動車生産・販売国となった。

2008年の北京オリンピックで電気
自動車595台を運用

2010年の上海万博で電気自動車
1,000台以上を運用

科学技術部は2009年1月、「十城
千輛」プロジェクトを開始、バス、
環境衛生車の調達を推進

ハイブリッド乗用車は早い時期から輸入されていた。トヨタのプリウスは2006年1月から中国で販売されている
が、2008年までの販売台数はわずか約2,500台で、レクサス、ホンダ、GMなどのハイブリッド車の販売台数も
他国に比べて非常に少ない。国内メーカーの電気自動車は、BYDのF3DM、Zotyeの2008EVの2種類しか販売
されておらず、BYDのF3DMは2010年3月29日に発売されたが、2か月での販売台数はわずか22台だった。

①①①①政府の調達が需要の中心政府の調達が需要の中心政府の調達が需要の中心政府の調達が需要の中心

②②②②消費者の需要は少ない消費者の需要は少ない消費者の需要は少ない消費者の需要は少ない

「「「「十城十城十城十城千輌」都市の分布千輌」都市の分布千輌」都市の分布千輌」都市の分布

出所： 中国自動車工業協会

※チャイナウェイ整理

3200.00

888.25

2200.00
1826.47

1379.10
934.51727.97570.77

3200.00

2200.00
1806.19

1364.48

938.05879.15721.60575.82

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2015年（E） 2020年(E)

自動車生産台数（万台） 自動車販売台数（万台）

中国の自動車生産・販売台数推移

４４４４....中国中国中国中国新新新新エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー車市場車市場車市場車市場のののの発展状況発展状況発展状況発展状況（（（（政策主導型市場政策主導型市場政策主導型市場政策主導型市場））））

    

    



 

 

お問い合わせ：株式会社チャイナウェイ（www.china-way.co.jp）、MAIL：press1@china-way.co.jp 

◆東京センター 担当：撫佐（むさ） TEL：03-6433-0835 

株式会社チャイナウェイ株式会社チャイナウェイ株式会社チャイナウェイ株式会社チャイナウェイとはとはとはとは 

株式会社チャイナウェイは、B2B インフラ、システム関連企業の中国進出・新規事業構築支援を主事業
とし、そのための営業開拓、販売促進、市場データ収集、コンサルティングを行う企業です。12 年間
1,000 件を超えた B2B 企業のマーケティングに携わってきた実績と経験を持ちます。主なクライアントは、
自動車、分散型電源、医療、都市化推進、水処理、省エネ、鉄道等を手掛ける日系大手企業及び官公庁
系機関等。 
 
■社名：株式会社チャイナウェイ 
■代表者：尹昌来（イン・チャンライ） 
■事業内容： 

（１）中国市場における調査事業 
（２）中国市場コンサルティング事業 
（３）中国におけるアウトバウンド専門コールセンター事業 
（４）中国でのセミナー、展示会の運営、及び来場者誘致事業  

 
■弊社提供の報告書一例（一般公開から抜粋）： 
・中国のスマートグリッド/スマートコミュニティに関する概要資料 
http://www.china-way.co.jp/archive/single/article/-54cad3956c.html 

・中国の風力発電の発展と概況についての資料 
http://www.china-way.co.jp/archive/single/article/10.html 

・中国における LED照明市場 
 http://www.china-way.co.jp/archive/single/article/led-8.html 
・中国標準化建設の体制についての調査報告書 
http://www.china-way.co.jp/archive/single/article/6.html 

・中国広州（広東地区）自動車電子産業調査報告書  
http://www.china-way.co.jp/archive/single/article/5.html 

・中国版RoHSに関する要点をまとめた報告書 
http://www.china-way.co.jp/archive/single/article/rohs-4.html 

・中国の通信産業ロードマップ予測 
http://www.china-way.co.jp/archive/single/article/3.html 

・JETRO新エネルギー分野における先端企業調査研究 
http://www.jetro-pkip.org/html/ztshow_BID_bgs201008.html 

・JETRO中国における知的財産権流通について 
http://www.jetro-pkip.org/html/ztshow_BID_bgs201007.html 

・JETRO 日中間の技術貿易状況とケーススタディ調査 
 http://www.jetro-pkip.org/upload_file/2009051571104921.pdf 
 

※チャイナウェイでは、中国B2Bインフラシステム関連市場で今後成長が期待される産業分野にスポ

ットを当て、市場規模/成長予測、産業構造/特性、産業体制/政策、各カテゴリ別のビジネス動向等をま

とめています。 

 
 

●報道関係・各種メディアおよび調査レポート●報道関係・各種メディアおよび調査レポート●報道関係・各種メディアおよび調査レポート●報道関係・各種メディアおよび調査レポートに関するお問い合わせに関するお問い合わせに関するお問い合わせに関するお問い合わせ    

株式会社チャイナウェイ（www.china-way.co.jp/） 
◆東京センタ 担当：撫佐（むさ） 
住所：東京都港区港南4-1-6 ビュロー品川1513 
TEL：03-6433-0835  FAX： 03-6433-0836  

 

◆東京センター・北京センター共通お問い合わせ MAIL：press1@china-way.co.jp  


